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ダレデモ・ダセマス・セイガン・チンジョウ

　「請願」「陳情」は、市民の皆さんが、市政などに対して要

望や意見があるときに、市議会に対して提出することができ

る仕組みです。議員の紹介があるものを「請願」、ないものを

「陳情」といいます。請願・陳情は常に受け付けていますが、

審査は、議会の定例会（３月・６月・９月・12月）にて行います。

　提出された請願・陳情は、所管する常任委員会で審査され、

その後、本会議にて「採択」「不採択」「継続審査」の決定

を行います。

■旧新潟交通電鉄跡地未執行区間の歩道整備促進についての請願

請願理由

１. 燕・灰方の未執行区間を遊歩道に整備すること。

２. 児童・生徒の通学路および市民の健康増進を

図る散策路とすること。

請願事項

１.燕市においては合併10周年が経過し、合併特

例債による大型事業もほぼ終了したことなどを

踏まえ、なるべく早い時期に電鉄跡地歩道築造

事業の全線完成を地域住民として要望する。

２. 未執行区間の沿線には、児童生徒の

安全な通学路としての機能もあると

考えられ、市民にとっては四季折々の自然と接

しながら散策することにより、健康づくりに大い

に貢献できることが期待される。

請願者

　燕市東太田 1845 番地

　遠藤栄松ほか８名
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知っていますか？ 「請願」と「陳情」

の審査結果請願 12 月定例会に提出された請願１件について
審査しました。

大岩 勉 議員（スワロークラブ）
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